
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早期診断と対処法 

 

 
 

共催：東京都地域連携型認知症疾患医療センタ－「菜の花クリニック」、 公益財団法人神経研究所 

後援： 立川市医師会、西多摩医師会、立川市、日野市、瑞穂町、多摩信用金庫 

佐藤 猛先生 
菜の花クリニック、順大客員教授 

 

「パ－キンソン 

症候群の在宅療養」 

 

 

パーキンソン症候群（レビー小体型認

知症、進行性核上性麻痺）の早期診

断、 すくみ足、転倒などの合併症に

対するチーム医療を紹介いたします。 

水澤英洋先生 
国立精神・神経医療研究センタ－   

     総長 

 

「認知症のトピックス： 

アルツハイマー病も 

プリオン病か？」 

 

アルツハイマー病の原因蛋白アミロイドβ

もプリオンのように伝播し、自己増殖する

ことが知られております。ヒトへの感染の

可能性も含め最新の知見を紹介します。 

服部信孝先生 
順天堂大学脳神経内科教授 

             

           「パ－キンソン病 :

治療の進歩」 

            

 

パ－キンソン病の発症前の生物学

的指標、個々の患者さんに適した治

療法、将来の展望をお話しいただき

ます。 

【お申し込み・お問い合わせ先】 

ご参加希望者は裏面 FAX 申込書にて ①氏名 ②市町村名 ③連絡先電話番号等をご連絡下さい。 

〒190-1212 東京都西多摩郡瑞穂町殿ヶ谷 451-1 菜の花クリニック総務課 

FAX：042-557-7996   電話：042-557-7995    

 日本で認知症は 500 万人以上と推定されていますが、その中の 40%はパ－キン
ソン症候群で占められ、転倒・骨折、肺炎などの合併症を伴いやすく、急速に病
状が悪化します。早期診断・緊急対応が重要です。 
 

司会：玉木一弘先生 西多摩医師会会長 

公開講座 

*お申し込みが定員に達し

次第、受付は締め切ります

ので、ご了承下さい。 

先着 700名 参加無料 平成 30年7月 8日（日） 

14:00～16:30 （開場：１３:30～） 
会場：たましん RISURUホール 

（立川市市民会館 大ホール） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

たましん RISURUホール（立川市市民会館）へのアクセス 

住所：〒190-0022 東京都立川市錦町 3-3-20  

電話：042-526-1311 FAX: 042-512-5693 

 

徒歩 

JR中央線立川駅南口より、徒歩 13分。 

JR南武線西国立駅より、徒歩 7分。 

多摩モノレール立川南駅より、立川南通りを直進。徒歩 12分 

 

 一般市民の皆様、医療・介護・福祉関係者の皆様、どなたでもお申込みいただけます。申し込み人数に制限はありません。 

ＦＡＸ参加申込書 

出席者名 お住いまたは勤務先の市町村名  医療・介護・福祉関係者の場合 ご所属と職種 

例） 早期きづき 福生市 株）みんなでケア ケアマネ 

    

    

    

    

    

    

代表者様 連絡先電話番号                       

のりば 系統 下車バス停名 

4番 国 15-2 たましん RISURUホール （バス停 3個め） 

5番 国 15-1 子ども未来センター（バス停 3個め） 

定員に達しご参加頂けない場合にのみご連絡致します 

FAX 

042-557-7996 

菜の花クリニック総務課宛 


